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（第12回今後の治水対策のあり方に関する有識者会議「参考資料４」の抜粋）

検討の場で検討主体が構成
員にご説明し見解を頂く内容

木曽川水系連絡導水路事業の目的
①流水の正常な機能の維持
（異常渇水時の緊急水の補給）
②新規利水の供給

検証に係る検討の進め方について

今後の検討内容
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検証に係る検討の進め方について

■今後の検証内容については、検証対象ダム事業等の点検、新規利水・流水の正常な機能の維持
（異常渇水時の緊急水の補給）対策案の評価軸ごとの評価、目的別の総合評価、検証対象ダムの
総合的な評価について検討を行います。

■評価に向けては、対策案に対する意見聴取で頂いた意見、検証対象ダム事業等の点検及び対策
案の事業費等を精査の上、検討を進めます。
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